
125 レッドデータブックとっとり (動物）

マルガタゲンゴロウ 

●　　1990年以後 

◎　　1970-1989年 

○　　1969年まで 

● 

● 

○ 

撮影：足立義弘

■選定理由：止水域に生息するゲンゴロウ類のなかで，本
県ではゲンゴロウやコガタノゲンゴロウに次いで生息地が
減少しており，今後さらに減少が進行することが予想され
る。
■形態と生態：体長13-14mmのやや小型のゲンゴロウ。背
面は灰色で，前胸には黒と黄色の横帯を装う。水草の豊富
な止水域に生息し，灯火に飛来することがある。幼虫は夏
季に生育し，水中で成虫越冬するものと考えられる。1950

年代頃までは，鳥取市や青谷町で記録があり，県内全域に
普通に生息していたものと考えられる。しかし，1990年代
の調査では岩美町と大山町で各1カ所の生息地が確認され
たのみ。おそらく，これら以外にも各地にまだ生息地が
残っていると思われるが，同時期に並行して実施した兵庫
県北部での調査ではほぼ全域で確認され，個体数も比較的
多かったことに照らし合わせると，本県ではすでに減少が

進行しており，分布動向には注意すべき状況になっている
と考えられる。
■分布(県内)： 1990年代以降の生息確認地は岩美町と大山
町の各1カ所のみ。
■分布(県外)：北海道，本州，四国，九州；アジア東部。
■保護上の留意点：ゲンゴロウに同じ。
■特記事項：本種の他にも，クロゲンゴロウ，シマゲンゴ
ロウなどの大型～中型のゲンゴロウ類各種はすべて今後の
動向に注目する必要があるが，他県での状況から判断する
限り，本種とクロゲンゴロウが，ゲンゴロウの次に危急性
が高く，シマゲンゴロウがそれに次ぐようである。クロゲ
ンゴロウは，本県ではすでに鳥取平野では生息が確認でき
ず，生息地の孤立化が進行している。

執筆者：永幡嘉之

コガタノゲンゴロウ 

●　　1990年以後 

◎　　1970-1989年 

○　　1969年まで 
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● ● ● ● 

● 
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● 
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鳥取県中部　2001.11.24 / 撮影：遠藤正浩

■選定理由：県内の生息地の分断と孤立が進行し，絶滅に
瀕している。全国的にも著しく減少しており，本州では過
去5年間に確実な採集記録がある地域はすでに5カ所以下。
■形態と生態：25mm前後の中型のゲンゴロウで，ゲンゴロ
ウよりもずっと小さく，腹面が黒色であることから区別は
容易。生態はゲンゴロウとほぼ同じ。1990年代前半には県
中部にかなり良好に生息しており，とくに倉吉市西部から
東伯町にかけての丘陵部では個体数も多かった。しかし，

2000年には，最も良好であった生息地で確認されなかった
ほか，同じ地域を高い精度で調査した市川憲平氏の私信で
もここ数年鳥取県内で本種が全く確認できないとのこと
で，すでに地域的に絶滅に近い可能性もある。県東部で
は，1990年代前半の2個体の記録を最後に確認例はない。
県西部にも生息地が存在したが，ここ数年で姿を消したと
いう。平地の止水域に生息するため，ゲンゴロウよりもさ
らに人為作用による影響を受けやすかったものと考えられ

　マルガタゲンゴロウ　鞘翅目（コウチュウ目）ゲンゴロウ科
　Graphoderus adamsii (Clark, 1864)

鳥取県：準絶滅危惧(NT)

環境省：－

　コガタノゲンゴロウ　鞘翅目（コウチュウ目）ゲンゴロウ科
　Cybister tripunctatus (Olivier, 1795)

鳥取県：絶滅危惧 I 類(CR＋EN)

環境省：絶滅危惧 I 類(CR＋EN)



126 　昆虫類

ゲンゴロウ 
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○　　1969年まで 
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京都府京北町　1993.8.6 / 撮影：足立義弘

■選定理由：生息地の分断と孤立化が進行しており危険な
状態にある。
■形態と生態：38mm前後の大型のゲンゴロウで，背面は黄
色に縁取られる。腹面は黄褐色の地に黒斑をもつ。止水域
に生息し，水草に産卵，幼虫は夏季に出現し，小動物を捕
食する。水中で成虫越冬。県東部では，1990年代前半には
岩美郡各地に良好な生息地がかなり存在したが，最近は個
体数が減少している。鳥取平野および気高郡各地では，
1990年代前半の時点ですでに全く発見できなかった。県中
部では1994年の時点では倉吉市西部で1個体を確認したの
みで，現在では危機的な状況と考えられる。県西部では，
西伯町や日南町で確認されており，現在でも広く生息して
いると思われるが，調査不足。成虫は夜間活発に飛翔しか
なり分散する。
■分布(県内)：現在，岩美郡，倉吉市，西伯郡，日野郡の
数カ所で確認されるのみ。
■分布(県外)：北海道，本州，四国，九州；台湾，アジア

東部。日本全国で減少しており，絶滅した地域も多い。本
州西部では山陰地方以外にまとまった生息地はない。
■生息環境：ため池などの止水域。
■保護上の留意点：生息地のほぼすべてが農業用のため池
であり，年によっては水が完全になくなるため，好適な環
境を渡り歩きながら生活していると考えられることから，
生息環境を孤立させず，水草の豊かな水域を複数保全し，
連続性を持たせることが必要である。産卵対象として水草
が，また蛹化場所として土の岸辺が必要であり，ため池の
改修の際には注意が必要である。さらに，ブラックバスや
ブルーギルが生息している池では成虫がほとんど確認でき
なくなることから，子どもや釣り人による放流を防止する
啓蒙活動が必要である。
■ 文献：
野村幸弘・安藤重敏（1993）ゲンゴロウ・コガタノゲンゴロウ．

pp. 144-145.　In: 鳥取県のすぐれた自然 (動物).

執筆者：永幡嘉之

　ゲンゴロウ　鞘翅目（コウチュウ目）ゲンゴロウ科
　Cybister japonicus Sharp, 1838

鳥取県：絶滅危惧 I I 類(VU)

環境省：準絶滅危惧(NT)

る。
■分布(県内)：現在，生息が確認できるのは県中部の2カ所
のみ。
■分布(県外)：本州（秋田県以南），四国，九州，琉球；ア
ジア，アフリカ，オセアニア。
■生息環境：平地の止水域で，ヒルムシロやミクリ類など
の水草の豊富な池。アシ原を伴っている場合もある。
■保護上の留意点：ゲンゴロウの項を参照。現在の生息地

のすべてが農業用ため池であり，水抜き等の影響を受けや
すい。また，外来魚の放流を防止するための細心の注意が
必要である。
■文献
野村幸弘・安藤重敏（1993）ゲンゴロウ・コガタノゲンゴロウ．

pp. 144-145.　In: 鳥取県のすぐれた自然 (動物).

執筆者：永幡嘉之




